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化学物質安全性(ハザード)評価シート 
 

整理番号 2001－44 官報公示 
整理番号 

7－172(化審法) 
1－309(化学物質管理促進法)

CAS 番号 9016－45－9 

 
 
 
名  称 

 
 
 

ポリ(オキシエチレン)ノニル

フェニルエーテル 
 
別名：ノニルフェノールエトキシ

レート、ポリエチレングリ

コールモノノニルフェニル

エーテル、ポリ(オキシエチレ

ン)ノニルフェニルエーテル

 
 
 
構 造 式

 
 
 

O CH2CH2O H( )n

C9H19

 

分 子 式 － 分 子 量 － 

市場で流通している商品(代表例)1) 
純 度      ：99.5％以上 
不純物      ：不明 
添加剤または安定剤：無添加 

評価した本物質の酸化エチレンの付加モル数が n の場合、名称を n EO と表記した。 

1. 物理・化学的性状データ 
 外 観：白色固体(30～50EO)、淡黄色粘性液体(10EO)2) 

 融 点：42～43℃2) 
 沸 点：268℃3) 

 引 火 点：文献なし 

 発 火 点：文献なし 

 爆 発 限 界：文献なし 
 比 重：文献なし 
 蒸 気 密 度：16.7(空気 = 1)(6EO) 
 蒸 気 圧：文献なし 

 分 配 係 数：文献なし 
 加水分解性：文献なし 
 解 離 定 数：文献なし 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 
              文献なし 

 吸 脱 着 性：土壌吸着係数 Koc；6(6EO)4)  
 粒 度 分 布：文献なし 
 溶 解 性：ポリ(オキシエチレン)ノニルフェニルエーテル／水；> 1,000 mg/L(25℃)4) 

アセトン、エチレングリコール、ベンゼンなどの有機溶媒に可溶2) 
 換 算 係 数：1 ppm = 20.2 mg/m3(6EO) 
  (気体, 20℃) 1 mg/m3 = 0.049 ppm(6EO) 
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 2. 発生源・暴露レベル 

製造量等：平成 10 年度  13,287 t (製造 12,691 t  輸入 596 t)5) 

放出・暴露量：文献なし 

用  途：洗浄剤、分散剤、顔料・塗料添加剤、メッキ浴添加剤1) 

 

 

3. 環境運命 

1) 分解性 

好気的 

難分解6) (化審法)(10EO 及び 40EO) 
試験期間 被験物質 活性汚泥 

2 週間 30 mg/L 30 mg/L 
BOD から算出した分解度 

0％ 
本物質の分解にはある程度の活性汚泥の順化が必要であるが、試料濃度 100 mg/L の場

合には本物質に順化した活性汚泥では 24 時間で 90％以上の分解(ワールブルグ検圧法)

を示すとの報告がある7)。 

嫌気的 

本物質は嫌気性汚泥処理によりノニルフェノールを生じるとの報告がある8)。 

非生物的 

報告なし。 

 

2) 濃縮性 

低濃縮6) (化審法)(10EO) 
脂質含量 試験期間 

－ 6 週間 
 試験濃度 濃縮倍率 

第 1 区 1.0 mg/L 9.1～16.0 
第 2 区 0.1 mg/L 7.6～12.4 

 

低濃縮6) (化審法)(30EO) 
脂質含量 試験期間 

4.8％ 6 週間 
 試験濃度 濃縮倍率 

第 1 区 2 mg/L < 0.2 
第 2 区 0.2 mg/L < 1.4 

 

3) 環境分布・モニタリングデータ9) 

 本物質のモニタリングデータはない。ポリ(オキシエチレン)アルキルフェニルエーテル

としてのデータを示す。 
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 検 出 例 と 検 出 範 囲 
水質 ppb 底質 ppm 魚類 ppm その他 

実 
施 
年 
度 
(昭) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

52 
3/15 

190～280 
(100) 

6/15 
7.2～30 
(4.0) 

 
調査データなし

 
調査データなし 

53 
25/105 

130～930 
(100) 

69/88 
2.1～50 
(2) 

 
調査データなし

 
調査データなし 

57 
1/30 
90 

(15) 

8/30 
2.6～4.9 
(2.0) 

 
調査データなし

 
調査データなし 

           B/A は検出数／検体数を表す。 
 

 

4. 生態毒性データ 

分類 生物名 LC50 (mg/L) 
(暴露時間) 

EC50 (mg/L) 
(暴露時間) : 影響指標 

毒性区分*10) 

藻類 －  －  

甲殻類 Daphnia magna11) 

 (オオミジンコ) 
44.2(24-h, 10EO) － 急性カテゴリー3 に

相当(暴露時間が異
なる) 

 Daphnia pulex12) 

 (ミジンコ) 
12.5(48-h, 10EO) － 急性カテゴリー3 に

相当 

魚類 Oncorhynchus 
 mykiss11) 

 (ニジマス) 

4.7(96-h, 8EO) 急性カテゴリー2 に
相当 

 Oncorhynchus 
 mykiss11) 

 (ニジマス) 

5.8(96-h, 10EO) 急性カテゴリー2 に
相当 

 Lepomis 
 macrochirus13) 
 (ブルーギル) 

1.3(96-h, 4EO) 急性カテゴリー2 に
相当 

 Lepomis 
 macrochirus13) 
 (ブルーギル) 

7.6(96-h, 9EO) 急性カテゴリー2 に
相当 

 Lepomis 
 macrochirus13) 
 (ブルーギル) 

> 1000(96-h, 30EO) 分類基準外 

 Pleuronectes 
 flesus11) 
 (カレイ) 

3.0(96-h, 10EO) <推奨生物種以外> 

 Oryzias latipes14) 
 (メダカ) 

5.4(48-h, 10EO) 急性カテゴリー2 に
相当(暴露時間が異
なる)  

 Oryzias latipes14) 

 (メダカ) 
35.9(48-h, 15EO) 

 

急性カテゴリー3 に
相当(暴露時間が異
なる) 
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分類 生物名 LC50 (mg/L) 

(暴露時間) 
EC50 (mg/L) 

(暴露時間) : 影響指標 
毒性区分*10) 

魚類 Carassius 
auratus15) 

 (キンギョ) 

10.0(48-h, 10EO)  <推奨生物種以外> 

貝類 Mytilus edulis11) 
 (ムラサキイガイ) 

12(96-h, 10EO)  <推奨生物種以外> 

           *     ：OECD 分類基準に基づく区分 
－  ：データなし 

 

 

5. ほ乳動物毒性データ 

1) 急性毒性16) 

 マウス ラット ウサギ 

経口 LD50 商品 O(nEO 不明) 
        1,800 mg/kg

商品 A(nEO 不明) 
         4,000 mg/kg 

商品 I(nEO 不明) 
       > 3,000 mg/kg 

商品 O(nEO 不明) 
  1,800 mg/kg 

商品 R(nEO 不明) 
         4.29 mL /kg 

商品 S(nEO 不明) 
         3.67 mL /kg 

商品 T(nEO 不明) 
         3,730 mg/kg 

商品 U(nEO 不明) 
         4,000 mg/kg 

商品 V(20EO) 
        16,000 mg/kg 

商品 O(nEO 不明) 
         1,800 mg/kg 

吸入 LC50 － 商品 R(nEO 不明) 
           > 21 mg/m3

商品 V(20EO)> 28 mg/m3

－ 

経皮 LD50 － － 商品 A(nEO 不明) 
2.52 mL/kg 

商品 S(nEO 不明) 
1.78 mL/kg 

商品 T(nEO 不明) 
3.97 mL/kg 

商品 V(20EO) 
4.49 mL/kg 

マウスに本物質(30EO)3,130、6,250、12,500、25,000、50,000mg/kg を経口投与した実験

で、12,500 mg/kg 以上で軟便と肛門周囲の汚れがみられている。さらに 25,000 mg/kg 以上

では投与直後にうずくまりを示すが、12 時間後までには回復している17)。 

 

2) 刺激性・腐食性 

ウサギの眼に商品 V(20EO)を 15 mg 適用した実験で強度の刺激性を示す18)。 
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 ウサギの皮膚に商品 V(20EO)を 500 mg 適用した実験で中等度の刺激性を示す18)。 

 

3) 感作性 

報告なし。 

 

4) 反復投与毒性 

(1) 経口投与 

ラットに 90 日間混餌投与した実験を以下の表にまとめる19)。 

商品 
記号 

EOの付加

モル数 
(nEO)* 

用量 
(mg/kg/day の

場合は相当量)

所見 

商品 B 6 40、200、1,000 
mg/kg/day

40 mg/kg/day 以上で肝臓重量増加、1,000 mg/kg/day で

体重増加抑制がみられている(雌雄 SD ラット)。 
商品 C 9 0.1、0.3、1％ 0.3％以上で肝臓重量増加、1％で体重増加抑制、腎臓、

脾臓の重量増加がみられている(アルビノラット)。 
商品 E 40 0.03、0.1、0.3、

1、3％ 
3％で肝臓の小葉中心性の肝細胞変性、壊死がみられ

ている。 
商品 G 4 40、200、1,000 

mg/kg/day
1,000 mg/kg/day で体重増加抑制、肝臓重量増加がみら

れている(雌雄 SD ラット)。 
商品 P 15 40、200、1,000 

mg/kg/day
200 mg/kg/day で体重増加抑制がみられている(雌雄

SD ラット)。 
商品 W 9 10、50、250、

1,250 
mg/kg/day

10 mg/kg/day 以上で摂餌量の減少、250 mg/kg/day 以上

で体重増加抑制、肝臓重量増加、肝細胞の脂肪変性、

1,250 mg/kg/day で肝臓の巣状肝細胞壊死、腎臓の限局

性尿細管壊死がみられている(アルビノラット)。 
* 主な成分の酸化エチレンの付加モル数を示しており、投与に用いたものは混合物である。 

雌雄 SD ラットに 40、200、1,000 mg/kg/day 相当量の商品 G(4EO)を 2 年間混餌投与し

た実験で、1,000 mg/kg/day で肝臓重量の増加がみられている19)。 

雌雄 Carworth-Elias ラットに 0.03、0.09、0.27％の商品 W(9EO)を 2 年間混餌投与した

実験で、対照群における所見との間に差はみられていない19)。 

イヌに 90 日間混餌投与した実験を以下の表にまとめる19)。 

商品 
記号 

EOの付加

モル数 
(nEO)** 

用量 
(mg/kg/day の

場合は相当量)

所見 

商品 B 6 40、200、1,000 
mg/kg/day

200 mg/kg/day 以上で流涎、嘔吐、1,000 mg/kg/day で体

重増加抑制がみられている。 
商品 D 20 40、200、1,000、

5,000  
mg/kg/day

40 mg/kg/day 以上で心臓の心筋の限局性の変性または

壊死、200 mg/kg/day 以上で嘔吐、流涎、1,000 mg/kg/day
以上で体重増加抑制、肺の充血(うっ血)、心筋の壊死、

死亡がみられている。 
商品 G 4 40、200、1,000 

mg/kg/day
200 mg/kg/day 以上で流涎、嘔吐、肝臓重量増加、1,000 
mg/kg/day で体重増加抑制がみられている。 

商品 H 9 0.04、0.64、5％ 対照群における所見との間に差はみられていない。 
商品 P 15 40、200、1,000 

mg/kg/day
200 mg/kg/day 以上で流涎、嘔吐がみられている。 
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商品 
記号 

EOの付加

モル数 
(nEO)** 

用量 
(mg/kg/day の

場合は相当量)

所見 

商品 Q 30 200、1,000  
mg/kg/day

対照群における所見との間に差はみられていない。

**主な成分の酸化エチレンの付加モル数を示しており、投与に用いたものは混合物である。 

イヌに酸化エチレンの付加モル数 4-40 のポリ(オキシエチレン)アルキルフェノールを

それぞれ 14 日間投与した実験では、酸化エチレンの付加モル数 15-20 で限局性の心筋変

性がみられている19)。 

イヌにポリ(オキシエチレン)ノニルフェニルエーテル(20EO)2 種類(商品 D、商品 V)、

同じくポリ(オキシエチレン)オクチルフェニルエーテル(20EO)、ポリ(オキシエチレン)

ドデシルフェニルエーテル(20EO)を 1,000 mg/kg/day で 14 日間経口投与した実験で、6/8

例に死亡、全例に限局性の心筋壊死がみられている19)。 

雌雄ビーグル犬に 40、200、1,000 mg/kg/day 相当量の商品 G(4EO)を 2 年間混餌投与し

た実験で、1,000 mg/kg/day で一過性の体重増加抑制、摂餌量の減少、持続性の嘔吐がみ

られている19)。他の用量群では嘔吐は一時的にみられている。1,000 mg/kg/day ではさら

にアルカリ性ホスファターゼ活性の増加、肝臓の重量増加もみられている19)。 

雌雄ビーグル犬に 0.03、0.09、0.27％(8.5、28、88 mg/kg/day 相当量)の商品 W(9EO)を

2 年間混餌投与した実験で、肝臓重量の増加がみられている19)。心筋変性または壊死は

ラットにはみられず、イヌにはみられた。 

1,000 mg/kg/day の商品 D(20EO)または商品 V(20EO)をモルモットに 2-3 日間投与した

実験で、心筋壊死、炎症細胞浸潤がみられている。一方、700 mg/kg/day の商品 V(20EO)

をネコ、ウサギに 14 日間投与した実験で心筋に異常はみられていない。すなわち心筋へ

の毒性には種差がみられる。 

(2) 腹腔内投与 

マウスに 0.2％の商品 L(9EO)を 0.2 mL/匹で 24 日間腹腔内投与し、ヒツジ赤血球によ

る感作を 2 回行った実験で、体重の減少、脾臓の腫大がみられているが、IgM 及び IgG

の抗体価はヒツジ赤血球による感作のみを行った対照群と同等である4)。 

雄 Wistar ラットに 50 mg/kg/day の商品 F(nEO 不明)を 3 日間腹腔内投与した実験で、

肝臓のチトクローム P-450 の減少、血清コレステロールエステルの増加、中性脂肪の減少、

リン脂質を構成するパルミチン酸、オレイン酸及びドコサヘキサエン酸の比率の減少、

アラキドン酸の増加がみられている。また、中性脂肪における脂肪酸の構成にも変化が

みられている。血清総脂質量に変化はみられていない4, 20) 。 

雌 SD ラットに 50 mg/kg/day の商品 L(9EO)を 5 日間腹腔内投与した実験で、肝臓のコ

ラーゲン及び DNA の増加がみられている。光学顕微鏡的にはいずれの器官にも変化はみ

られていない4, 21)。 

 

 

(3) 膣内投与 

ラットに 50 mg/kg/day の商品 L(9EO)を 5、10、15 または 20 日間膣内投与した実験で、
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 5 日間以上の投与群で血清 AST 活性の増加がみられている。5 日間投与群では肝細胞の粗

面小胞体の増加がみられている。また、15 日間投与群では肝臓の炎症細胞浸潤、肝小葉

の正常な構築の破壊、肝細胞の粗面小胞体の増加がみられている。腎臓では DNA 及びコ

ラーゲンの増加が 15 日間以上の投与群でみられている4, 21)。 

 

5) 変異原性・遺伝毒性 

試験方法 試験条件 結果* 
(商品 L 9EO) 
ネズミチフス菌 TA98、TA100、TA1535、
TA1537、40-25,000 µg/plate、S9(-/+)22) 

－ 
復帰突然変異試験 

(商品 J nEO 不明) 
ネズミチフス菌 TA97、TA98、TA100、TA102、
TA1537、0.2-2,500 µg/plate、S9(-/+)23) 

－ 

in vitro 

形質転換試験 (商品 L 9EO) 
マウス BALB/3T3 細胞、 
10 µg/mL×48 時間及び 13 日間、S9(-)4, 24) 

－ 

* －：陰性 
 

6) 発がん性 

(1) 経口投与 

雌雄 SD ラットに 40、200、1,000 mg/kg/day 相当量の商品 G(4EO)を 2 年間混餌投与し

た実験で、腫瘍の誘発はみられていない19)。 

 

7) 生殖・発生毒性 

(1) 経口投与 

ラットに商品 M(30EO)を 50、250、1,000 mg/kg/day で妊娠 6-15 日、または 1,000 

mg/kg/day を妊娠 1-20 日に経口投与した実験で、母動物、胎児に影響はみられていない22)。 

ラットに商品 N(9EO)を 50、250、500 mg/kg/day で妊娠 6-15 日に経口投与した実験で、

250 mg/kg 以上で母動物に体重増加抑制、吸収胚の増加、胎児に過剰肋骨の増加がみられ

ている。また、500 mg/kg/day を妊娠 1-20 日に経口投与した実験で、母動物に体重増加抑

制、胎児に過剰肋骨の増加がみられている8)。 

(2) 皮下投与 

妊娠ラットに商品 K(10EO)を 5、20、80 mg/kg/day で分娩日から分娩後 21 日まで皮下

投与した実験で、母動物ではすべての群で投与部位皮下に出血、白色化がみられ、20 

mg/kg 以上の群では投与部位の硬化、肉芽、脾臓の腫大、80 mg/kg で摂餌量減少がみら

れており、出生児では 80 mg/kg 群で、生後 84 日齢までの発育過程で体重増加抑制傾向

がみられたとの報告がある25)。 

 

(3) 膣内投与 

雌ラットに商品 L(9EO) 50 mg/kg を妊娠 3 日または 7 日に単回膣内投与した実験で、
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 母動物において子宮内膜炎、吸収胚の増加、胎児、胎盤の壊死がみられている(奇形につ

いては評価していない)26)。 

(4) その他 

ウサギの精子を商品 K(10EO) 0.0025、0.01、0.04％で 1 時間処理後、この精子を使用

して無処置の雌に人工授精した実験で、0.04％群で妊娠例は得られていないが、0.01％以

下では正常に妊娠例が得られ、胎児に毒性、奇形はみられていない27)。 

 

 

6. ヒトへの影響 

1) 急性影響 

消毒剤の使用によりアレルギー性皮膚炎の発症が 12 例報告されており、この影響は消

毒剤の主成分によるものではなく、界面活性化剤として添加された商品 K(10EO)によるも

のと考えられている4)。 

 

2) 慢性影響 

商品 L(ポリ(オキシエチレン)-4-ノニルフェニルエーテル、9EO)は、かつてフィルム剤、

錠剤、泡沫剤等様々なタイプの製剤として市販されていた膣用殺精子剤の最も一般的な有

効成分であった28)。現在、日本の主な製造元では本物質を含む殺精子剤の製造を中止して

いるが29)、米国では現在でも市販されている30)。 

14 人の女性に商品 L(9EO) 150 mg を 4 回/日×14 日間膣内投与した米国での Phase I 試

験で、6 人に子宮頸部及び膣の上皮において、紅斑、出血、脱落などの変化がみられたが、

プラセボ(試験される薬剤と外見上同じで、試験薬剤の暗示効果と区別するため投与され

る不活性な物質)を投与された 5 人の対照群ではみられていない31)。 

米国シアトルのある組織で、同組織の会員で 1977-1979 年までに出産した白人女性にお

いて殺精子剤の使用経験の有無により出生児の先天異常の発生率を比較した調査がある。

この組織で処方した殺精子剤は商品 L(9EO)を約 80％含有するもので、これを出産日より

600 日以前までに処方された経験のある女性 790 人(使用群)と、処方されていない女性

3,982 人(非使用群)の出生児で比較すると、使用群では出生児の先天異常が 2.2％(17/763

例)にみられたのに対し、非使用群では 1.0％(39/3,902 例)である。特に発生率の上昇がみ

られた異常は四肢の欠損または奇形(使用群：非使用群= 0.39％：0.03％)、腫瘍(同= 0.26％：

0.0％)、染色体異常(同= 0.39％：0.03％)、尿道下裂(同= 0.26％：0.0％)である。また、流

産の発生率も 1.8 倍に上昇している (同= 3.5％(27/790 例)：2.0％(80/3,982 例))32)。 
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 3) 発がん性33, 34, 35) 

機 関 分 類 基 準 

EPA － 1999 年現在発がん性について評価されていない。 

EU － 1999 年現在発がん性について評価されていない。 

NTP  1999 年現在発がん性について評価されていない。 

IARC － 1999 年現在発がん性について評価されていない。 

ACGIH － 2000 年現在発がん性について評価されていない。 

日本産業衛生学会 － 2001 年現在発がん性について評価されていない。 

ヒトでの発がん性に関する報告はない。 
 

4) 許容濃度34, 35) 

機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(2000 年) 記載なし － 

日本産業衛生学会(2001 年) 記載なし － 
 

 

7. 生体内運命 

商品L(9EO)は高分子非イオン性界面活性剤であることから 1970年代までは膣粘膜から

の吸収はないとの推測の元に局所使用で安全な薬剤と考えられてきたが、1980 年代以降に

ラットやウサギで膣内投与した商品 L(9EO)が循環血中に存在することが複数報告される

ようになった28, 36, 37, 38)。別の報告で、ウサギに商品 L(9EO)を 10 mg/匹膣内投与した実験

で、バイオアベイラビリティは単回投与で 66％、反復投与で 47％であり、膣からの吸収

が示されている28)。 

ウサギに商品 L(9EO)を 50mg 含むフィルム製剤 2 枚(100 mg/匹)を単回膣内投与した実

験で、血漿中濃度は投与から 2.25 時間後 1.28 µg/L で最高に達し、6 時間後には検出限界

以下となり、商品 L(9EO)の血漿中半減期は 1.5 時間である28)。また、ウサギに商品 L(9EO)

を 50 mg を含むフィルム製剤 1 枚(50 mg/匹)を 7 日間膣内投与した、単回投与との比較実

験で、商品 L(9EO)に濃縮性がないと報告されている28)。また、血漿中及び尿中のノニル

フェノールを測定したところ、血漿中では検出限界以下、投与から 24 時間後までにノニ

ルフェノールとして 0.022％、ノニルフェノールの抱合体として 0.2％検出されている28)。

ウサギに商品 L(9EO)10 mg/匹を静脈内投与した実験で、投与から 24 時間後までに尿中に

排泄された未変化体は 0.05％以下であり、投与量のほとんどが代謝されるとの報告がある
28, 38)。 
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 8. 分 類(OECD 分類基準) 

 

区 分 分 類*10) 

急性毒性 カテゴリー4(経口のデータによる) 

水圏生態毒性 急性カテゴリー2(魚類のデータによる) 
* 本調査範囲内のデータを適用した場合の分類であり、最終的なものではない。 
急性毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、より強い毒性を示す経路で 

の値を用いて分類 
水圏生態毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、最も強い毒性を示す水 

圏環境生物種での値を用いて分類 
 

 

9. 総合評価 

1) 危険有害性の要約 

本物質を有効成分として含む製品で、ヒトに対してアレルギー性皮膚炎の発症を示唆す

る報告がある。慢性影響としては、膣内投与により子宮頸部及び膣への影響がみられ、本

物質を含む殺精子剤を使用した女性で先天異常を持つ出生児の数が非使用者に比べて 2 倍

以上増加しているほか、腫瘍の発生も報告されている。 

実験動物で本物質を有効成分として含む製品であるが、眼に対して強度、皮膚に対して

中等度の刺激性の報告がある。慢性影響としては、多くの製品でラットに肝臓、腎臓への

影響がみられ、影響がないものもある。イヌでは嘔吐、肝臓重量の増加のほか、酸化エチ

レンの付加モル数 15-20 で心筋の限局性の変性、壊死がみられている。心筋変性及び壊死は

イヌにはみられるが、ラットにはみられず、心筋への毒性には種差がみられている。変異

原性・遺伝毒性については、報告は少ないが in vitro の報告はいずれも陰性であり、一報で

はあるが、経口投与した実験では腫瘍の誘発はみられていない。生殖・発生毒性について

は、影響の認められない製品の報告と、一部の製品で母動物に影響がみられる用量で、児

への影響がみられている報告とがある。母動物に影響のみられる用量で、経乳汁暴露によ

る新生児への影響を示唆する報告がある。 

本物質は環境中に放出された場合、水圏では生分解されにくいが、濃縮性は低い。本物

質については環境省のモニタリングデータはないが、ポリ(オキシエチレン)アルキルフェ

ニルエーテルについては水質及び底質から検出されたことがある。水圏環境生物に対する

急性毒性は、酸化エチレンの付加モル数が小さいほど強い傾向が認められる。付加モル数

10 以下の物質の水圏環境生物に対する急性毒性は、魚類に対しては強い。 

 

2) 指摘事項 

(1) ヒトで、本物質を有効成分として含む製品によるアレルギー性皮膚炎が疑われている。 

(2) 実験動物で、本物質を有効成分として含む製品による眼及び皮膚に対する刺激性がみら

れている。 

(3) 実験動物で反復経口投与により肝臓、腎臓、心筋への影響がみられている。 
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 (4) 化学物質管理促進法の第一種指定化学物質に指定されており、排出量の管理が必要であ

る。 

 

 

別表 本評価シート記載の物質 

商品記号 商品名 酸化エチレンの付加モル数 

商品 A Agral 90 記載なし 

商品 B Dowfax 9N6 6 
商品 C Dowfax 9N9 9 

商品 D Dowfax 9N20 20 
商品 E Dowfax 9N40 40 

商品 F Emulgen 913 記載なし 

商品 G Igepal CO-430 4 

商品 H Igepal CO-630  
商品 I Marlophen 812 記載なし 

商品 J Nonipol 100 記載なし 

商品 K Nonoxynol(別名 NP 10) 10 

商品 L Nonoxynol-9  9 
商品 M NP 30 30 

商品 N NP 9 9 
商品 O Prevocel # 12 記載なし 

商品 P Surfonic N-150 15 
商品 Q Surfonic N-300 30 

商品 R Tergitol NP-14 記載なし 

商品 S Tergitol NP-27 記載なし 

商品 T Tergitol NP-33 記載なし 

商品 U Tergitol NP-35 記載なし 

商品 V Tergitol NP-40 20 
商品 W Tergitol TP-9 9 

 

 

 

 

 

 

 
 

 平成 13 年 12 月作成
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